
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成30年度決算）
神奈川県横浜市　市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 自治体職員 学術・研究機関出身 624

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 34 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 災 地 - 26 650

624

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

3,745,796 42,124 非該当 ７：１ 624 -

- 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
高度急性期を中心とした総合病院であり、「が
ん」「救急」「周産期」「感染症」「災害医療」
等、地域から必要とされる政策的医療等に積極的
に取り組み、地域の基幹病院としての役割を果た
します。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26 H27 H28 H29

当該値 98.2 96.6 96.2 96.8 98.9当該値 103.3 101.6 100.7 101.2 103.0 当該値 85.2 85.1 84.7 85.4 84.4当該値 16.7 19.5 22.7 24.9 24.9

平均値 94.6 94.4 93.6 94.0 94.1平均値 101.1 100.3 99.8 100.1 100.0 平均値 80.7 80.7 79.5 79.9 80.2平均値 37.7 36.8 33.9 34.9 32.6

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　医療機能の向上と経営改善の取組を進め、10年
連続で経常黒字を達成しています。
　提供する医療の高度化に伴い、診療単価が上昇
していますが、合わせて材料費率も高まっていま
す。
　そのため、今後も引き続き、一層の医療の効率
化や経費の適正化を図ることで、将来に渡って安
定した経営基盤を確立していきます。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 　昭和35年の開院以降、医療需要の多様化や医療
の進歩に対応し、医療機能の充実や施設の増改築
を行ってきました。
　その結果、施設の狭隘化や老朽化が著しいた
め、再整備事業を行うこととしており、令和2年
５月の開院に向け準備を進めています。

H30 H26 H27 H28

24.3 26.3 26.7 28.2 28.444.5 当該値71,703 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

平均値 60,787 62,913 64,765 66,228

50.7 50.2 50.5 46.313,984 14,361 16,162 17,056 18,266 当該値

15,610 16,993 17,680 18,393

当該値 63,508 65,196 66,942 69,426

28.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　今後も一層の医療機能の充実を進めることで新
入院患者を確保し、収益力を向上させるほか、材
料費等の経費の適正化を図ることなどにより、新
病院開院を見据え、持続可能な経営を確保しま
す。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

48.3 平均値 26.3 27.5 27.4 27.819,207 平均値 48.7 48.5 49.2 48.768,751 平均値

H28 H29 H30

当該値 63.4 64.0 66.3 68.5 70.4 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

45,896,745 45,424,645 45,801,546 46,045,338 45,914,28375.2 当該値

平均値 50.7 51.3 51.2 52.0

62.6 60.9 66.5 71.6

55,620,96267.1 平均値 50,543,381 51,238,617 51,669,762 53,351,02852.5 平均値 62.6 64.1 64.3 66.0
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【54.8】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【52,412】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

48,918,36468.2 平均値 41,593,368 42,578,034 45,645,830 47,082,77851.9 平均値 65.4 65.7 65.0 66.8平均値 48.9 50.3 49.8 50.9

79.2 77.6 79.3 71.6

H28 H29 H30

当該値 61.6 62.9 64.5 64.7 65.8 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

103,096,983 102,850,953 103,153,010 105,853,963 105,094,48773.4 当該値

23.6

2. 老朽化の状況

全体総括

平成30年から新たに、膝関節疾患にも診療機能を
拡充したほか、他病院との円滑な連携により、地
域包括ケア病棟や回復期リハビリテーション病棟
の利用率向上を図ることなどにより、新規入院患
者の確保を行い、経常黒字化を目指します。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

56.0 平均値 23.2 23.9 23.8 23.914,290 平均値 55.6 54.8 55.8 56.152,405 平均値平均値 48,921 50,413 50,510 50,958

74.8 70.5 75.7 73.511,982 11,845 11,386 11,477 11,152 当該値

12,272 13,096 13,552 13,792

当該値 47,703 47,903 49,631 50,646 50,123 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

  脳血管疾患に加え、神経・脊椎脊髄分野に診療
機能を拡大したことなどにより、平成27年度に経
常黒字となりましたが、その後、入院患者数が伸
び悩み、平成28年度以降は再び経常赤字となって
います。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30   平成11年開院の施設であり、建物等の設備につ
いてしゅん工から約20年が経過する中、老朽化の
影響が少しずつ発生してきています。
　今後は、適切な修繕計画に基づき、メンテナン
スを行っていく必要があります。

H30 H26 H27 H28

16.1 16.7 16.2 16.4 16.373.2 当該値

平均値 70.6 71.3 72.6 73.5 74.1平均値 80.7 73.1 76.3 80.7 75.9平均値 90.2 91.1 90.1 89.6 89.7平均値 97.7 98.0 97.2 97.0 97.8

81.5 77.6 77.7当該値 490.4 465.1 464.5 490.9 510.1当該値 99.5 103.0 99.8 97.0 97.0 当該値 77.1 82.0

H26 H27 H28 H29

当該値 67.6 73.3 76.2 69.1 68.3

- 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
  政策的医療を含む中枢神経全般に対する高度急
性期・急性期から回復期までの一貫した医療機能
を活かし、「脳卒中」「神経疾患」「脊椎脊髄疾
患」「リハビリテーション」の専門病院として先
進的な医療と臨床研究に取組んでいます。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

300

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

3,745,796 38,737 非該当 ７：１ 300 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 10 - ド I 訓 救 臨 - - 300

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 自治体職員 学術・研究機関出身 300

経営比較分析表（平成30年度決算）
神奈川県横浜市　脳卒中・神経脊椎センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,708】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【52,412】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成30年度決算）
神奈川県横浜市　みなと赤十字病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 自治体職員 学術・研究機関出身 584

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

指定管理者(利用料金制) 36 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 災 地 50 - 634

584

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

3,745,796 74,148 非該当 ７：１ 584 -

- 年度 - 年度 平成17 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
  日本赤十字社を指定管理者とし、本市との協定
に基づいて「救急」「精神科救急」「合併症医
療」「アレルギー疾患」「災害時医療」などの政
策的医療を安定的に提供しています。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26 H27 H28 H29

当該値 93.9 94.7 94.5 91.5 93.7当該値 100.2 100.8 100.2 97.8 99.8 当該値 84.2 82.2 84.8 81.8 84.8当該値 60.6 57.3 56.2 61.5 58.5

平均値 94.6 94.4 93.6 94.0 94.1平均値 101.1 100.3 99.8 100.1 100.0 平均値 80.7 80.7 79.5 79.9 80.2平均値 37.7 36.8 33.9 34.9 32.6

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

平成30年度は、引き続き高度な医療の提供を行い
ながら、費用の節減にも努めた結果、前年度に比
べ、経常収益比率が向上しました。

※本経営指標は、指定管理者である日本赤十字社
が運営するみなと赤十字病院にかかる決算と横浜
市病院事業会計を合算し、双方にかかる内部取引
を相殺した数値を基に作成されています。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 平成17年開院であり、比較的新しい施設設備です
が、適切な修繕計画に基づき、設備の更新等を実
施していきます。

H30 H26 H27 H28

26.1 27.5 27.3 29.0 28.151.5 当該値79,520 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

平均値 60,787 62,913 64,765 66,228

49.4 49.3 51.4 52.811,887 12,401 13,460 13,891 14,355 当該値

15,610 16,993 17,680 18,393

当該値 71,376 76,046 76,130 77,793

28.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　引き続き全国トップクラスである、救急の受け
入れの更なる強化や、循環器分野等における最先
端の医療を提供するなど、経営改善の取組を進め
ることで経常黒字化を目指します。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

48.3 平均値 26.3 27.5 27.4 27.819,207 平均値 48.7 48.5 49.2 48.768,751 平均値

H28 H29 H30

当該値 40.9 44.6 48.3 52.0 55.7 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

64,628,153 64,646,768 64,696,492 64,693,358 64,491,68890.7 当該値

平均値 50.7 51.3 51.2 52.0

90.6 90.8 91.5 91.8

55,620,96267.1 平均値 50,543,381 51,238,617 51,669,762 53,351,02852.5 平均値 62.6 64.1 64.3 66.0
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